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迎
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．
平
和
と
建
設
へ
の
希
望
に
満
ち
た

　
昭
和
三
十
五
年
の
新
春
を
お
迎
え
し

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
ま
ず
十
日
町
市
政
の
発
展
と
市
民

　
の
み
な
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

　
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
米
ソ
ニ
大
陣
営
の
対
立
も
フ
ル
シ

　
チ
ョ
フ
氏
の
訪
米
以
来
急
足
に
世
界

　
、
平
和
確
立
と
人
類
福
祉
の
増
進
へ
の

　
黎
朋
が
き
ざ
し
、
今
年
は
全
世
界
あ

　
げ
て
国
際
連
合
を
通
じ
．
平
和
建
設
の

　
途
が
大
き
く
開
か
れ
る
も
の
と
思
わ

　
れ
ま
す
。
叉
経
済
情
勢
も
実
に
そ
の

一

村山市長

見
透
し
良
好
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

い
わ
ば
希
望
に
満
ち
た
年
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　
昨
年
は
た
ぴ
重
な
る
台
風
禍
に
見

群
わ
れ
国
を
上
げ
て
の
救
助
救
援
に

明
け
暮
れ
ま
し
た
も
の
の
、
幸
い
十

日
町
市
は
、
堤
防
こ
そ
未
曽
有
の
被

害
を
蒙
り
ま
し
た
も
の
の
、
人
畜
の

被
害
は
関
係
者
の
ご
努
力
に
よ
り
最

少
限
に
く
い
止
め
、
反
農
家
の
皆
様

に
は
そ
の
技
術
を
大
い
に
発
揮
せ
ら

れ
連
続
豊
作
と
い
う
誠
に
よ
ろ
ご
ば

し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
商
工

　
新
春
を
迎
え
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
お
祝
い
申
上
げ
ま
す
。

　
天
皇
御
一
家
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し

て
は
昨
年
の
御
慶
．
事
に
引
続
き
本
年

は
御
孫
宮
檬
御
誕
生
の
お
め
で
た
い

年
で
あ
り
更
に
日
本
経
済
界
も
岩
戸

景
気
の
波
に
乗
り
新
、
年
を
迎
え
ま
し

て
御
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

樋口議長

　
十
目
町
市
に
お
き
ま
し
て
は
主
要

産
業
で
あ
る
織
物
界
も
マ
ジ
ョ
リ
カ

お
召
を
始
め
創
意
工
夫
の
新
製
品
は

断
然
他
の
産
地
を
お
さ
え
好
況
の
う

ち
に
幸
先
明
る
い
新
年
を
迎
え
農
産

業
も
こ
れ
夏
有
史
以
来
の
豊
作
で
越

年
し
反
一
般
商
業
界
も
こ
れ
ら
を
反

映
い
た
し
ま
し
て
上
成
績
に
暮
れ
好

況
に
朋
け
ま
し
た
こ
と
は
喜
ば
し
い

業
の
み
な
さ
ま
も
経
済
の
上
昇
を
い

ち
阜
く
ど
ら
え
一
昨
年
の
不
況
の
ば

ん
回
に
よ
く
努
力
せ
ら
れ
、
織
物
業

界
に
お
い
て
は
新
製
品
の
研
究
に
努

め
マ
ジ
ョ
リ
カ
お
召
を
生
み
出
す
な

ど
織
物
界
に
新
機
軸
を
打
ち
建
て
業

界
発
展
に
期
す
る
と
こ
ろ
大
き
く
皆

横
の
ご
努
力
に
．
対
し
衷
心
よ
り
敬
意

と
親
愛
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
市
政
に
お
き
ま
し

て
は
行
政
運
営
の
合
理
化
を
す
＼
め

事
務
改
善
を
図
り
、
市
民
サ
ー
ゼ
ス

事
の
施
行
等
市
予
算
外
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
偏
え
に
市
民
の
皆
様
の
絶

大
な
る
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
い

た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
更
に
行
政
経
営
の
合
理
化

を
推
進
し
市
則
政
の
多
端
に
鑑
み
、

特
に
繊
維
工
業
の
設
備
近
代
化
の
促

進
、
多
角
農
業
経
営
化
を
図
り
優
良
・

家
畜
の
導
入
畜
産
の
振
興
に
つ
と
め

産
業
の
開
発
を
図
る
増
反
事
業
の
促

進
、
道
路
網
の
整
備
、
縣
道
直
江
津

十
日
町
六
日
町
線
の
二
級
国
道
編
入

市
民
と
共
に

　
　
　
　
明
る
い
市
政
を

の
向
上
に
努
め
市
財
政
の
健
全
を
保

持
し
な
が
ら
教
育
施
設
の
充
実
に
、

道
路
の
新
設
改
良
に
、
保
健
衛
牛
施

設
の
整
備
に
、
消
防
機
材
の
充
実
に

努
め
、
産
業
経
済
振
興
に
つ
い
て
は

林
道
の
開
設
、
災
害
復
旧
事
業
等
ま

た
上
水
道
事
業
も
完
成
す
る
な
ど
諸

設
の
施
策
を
新
市
建
設
計
圃
の
線
に

沿
っ
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
殊
に

国
道
改
修
工
事
と
し
て
山
応
地
内
の

道
路
拡
張
、
四
日
町
地
内
舗
装
等
重

要
工
事
を
進
め
市
街
は
一
新
す
る
な

ど
、
契
信
濃
川
堤
防
の
災
害
復
旧
．
工

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
尚
永
年
待
望
の
十
日
町
橋
詰
下
島

一
四
診
旧
ろ
う
完
成
さ
れ
ま
し
た
廿

日
城
七
⑫
と
併
せ
て
二
一
鉛
．
の
耕
地

造
成
に
よ
っ
て
本
秋
は
一
、
二
〇
〇

俵
以
上
の
増
収
が
見
込
ま
れ
黄
金
の

波
漂
う
永
年
の
夢
が
実
現
さ
れ
喜
び

に
絶
え
ま
せ
ん
中
山
竜
次
先
生
も
さ

の
促
進
、
地
下
資
源
の
開
発
等
。
叉

十
日
町
小
学
校
の
建
設
等
、
重
点
的

施
策
．
を
進
め
、
尚
国
県
に
依
存
す
る

公
共
事
業
は
出
来
る
だ
け
多
く
を
具

現
さ
せ
て
行
き
た
い
所
存
で
お
り
ま

す
。

　
こ
こ
に
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
麦
援
を
い

た
だ
き
皆
様
と
と
も
ど
も
市
政
発
展

に
最
善
の
努
力
を
お
．
誓
い
し
私
の
む

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

件
が
重
な
り
市
則
政
は
市
制
雁
行
．
以

来
多
難
な
葎
で
あ
り
ま
す
が
他
の
諸

事
業
も
極
力
計
画
の
線
に
浴
い
実
現

に
努
力
す
る
所
俘
で
あ
り
ま
す
。

教
育
土
木
厚
牛
．
関
係
産
業
の
振
興
等

諸
事
業
達
成
の
た
め
に
甫
民
各
位
の

一
層
の
御
協
力
と
乙
麦
援
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

五
ヵ
年
計
画
の

　
　
　
　
　
　
実
施
に
努
力

ぞ
御
満
足
の
こ
と
＼
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
私
共
市
議
会
と
致
し
ま
し
て

は
新
市
五
ヵ
年
計
画
を
基
本
と
致
し

ま
し
て
慎
重
冨
議
其
の
実
現
に
努
力

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
瓜
年
度
は
教
育
施
設
に
お
け
る
六

箇
小
学
校
の
建
築
、
十
日
町
小
学
校

の
新
築
等
大
き
な
事
業
が
予
定
さ
れ

て
お
り
一
面
財
政
収
入
は
種
友
悪
条

来
る
べ
き
新
年
度
予
算
審
議
に
当

り
ま
し
て
は
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
添

う
様
一
牛
．
懸
命
努
力
致
す
考
え
で
あ

り
ま
す
。

　
何
分
の
御
べ
ん
捷
を
御
願
い
申
上

げ
ま
す
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
市
の
発
展
皆
さ
ま

の
乙
健
康
を
お
祈
り
申
上
げ
ま
し
て

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

二
月
二
十
日
か
ら

雪
ま
つ
り
日
程
を
変
更

　
第
十
一
回
雪
ま
つ
り
行
事
を
決
め

る
準
備
委
員
会
は
、
去
る
十
一
日
商
．

工
会
議
所
で
．
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
こ
＼
二
、
三
年
に
お
け

る
積
雪
状
況
か
ら
み
て
少
雪
の
た
㎜

め
、
日
程
を
変
更
し
、
例
年
の
二
月

十
五
日
、
十
六
日
、
十
七
日
の
三
日

問
を
二
十
日
、
二
十
一
日
、
二
十
二
“

日
の
三
日
間
と
し
、
行
事
内
容
も
雪

の
芸
術
展
は
も
ち
ろ
ん
、
久
方
振
り

の
雪
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ
、
雪

上
演
劇
な
ど
を
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

　
鄭

　
　
　
縷
雌
・
臼
■
ー

〕
す
が
最
後
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次

｝回
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

｝一
尚
宣
伝
用
ボ
ス
タ
ー
も
す
で
に
写

ロ
｛
真
の
よ
う
に
図
案
が
出
来
上
っ
て
お

一
り
ま
す
。

熈
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甲

伝
習
生
を
募
集

　
　
　
　
　
　
男
八
十
名
女
四
十
名

県伝習農場

　
昭
和
三
十
五
年
度
新

潟
県
立
経
営
伝
習
農
場

伝
習
生
の
募
集
が
つ
ぎ

の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま

す
。

一
、
募
集
要
領

　
①
募
集
人
員

　
　
男
子
八
十
名
、
女
子
四
十
名

　
②
応
募
資
格

◎
中
学
校
卒
業
、
反
は
三
十
五
年
三

　
月
卒
業
見
込
み
の
者
で
身
体
、
思

　
想
と
も
に
賢
実
で
将
来
農
業
に
従

　
事
し
よ
う
と
す
る
者
。

◎
前
項
の
資
格
者
で
あ
っ
て
市
町
村

　
長
、
出
身
学
校
長
巫
は
地
区
農
業

　
改
良
普
及
所
長
の
推
せ
ん
し
た

　
’
者
。

　
③
応
募
手
続

◎
提
出
書
類

▽
入
場
願
書

▽
履
歴
轡

▽
最
終
学
年
の
学
業
成
績
証
明
書

▽
健
康
診
断
書

■
▽
市
町
村
長
、
出
身
学
校
長
反
は
地

　
区
農
業
改
良
普
及
事
務
所
長
の
推
．

　
せ
ん
書

▽
提
出
書
類
は
害
留
に
し
、
封
筒
の

　
表
に
「
入
場
願
書
」
と
朱
筆
す
る

　
こ
と

◎
入
場
願
書
そ
の
他
用
紙
の
請
求
提

　
出
書
類
の
う
ち
、
入
場
願
書
、
履

　
歴
書
、
推
せ
ん
書
用
紙
は
農
業
改

　
良
課
ま
た
は
経
営
伝
習
農
場
で
交

　
付
す
る
の
麿
、
漣
円
切
手
を
貼
っ

　
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
請
求

す
る
こ
と
。

◎
提
出
先
、
　
　
一

　
新
潟
市
学
校
町
一
　
新
潟
県
農
林

部
農
業
改
良
課

◎
提
出
期
間

昭
和
三
＋
奎
旱
吾
よ
一

　
り
三
月
十
日
ま
で
と
す
る
。
　
　
一

　
④
選
考
日
時
及
び
場
所

◎
日
　
時
〔
筆
記
試
験
〕
∬
昭
和
三

　
十
五
年
三
月
二
十
七
日
、
午
前
九

　
時
よ
り
十
二
時
〔
口
述
試
験
〕
肛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
六
日
、
一

　
午
前
十
一
時
よ
り
五
時
、
昭
和
三

　
十
五
年
三
月
二
十
七
日
、
午
後
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
時
よ
り
五
時
ま
で
。
（
口
述
試
験
一

の
日
時
に
つ
い
て
菱
に
墨

す
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

◎
場
　
所

　
内
隠
研
会
舗

　
⑤
選
考
方
法

◎
中
学
校
卒
業
程
度
の
一
般
筆
記
試

　
験
及
び
口
述
試
験
（
社
会
、
農
業

　
国
語
、
理
科
、
数
学
）

◎
選
老
、
の
結
果
は
本
人
に
通
知
す
る

二
、
修
業
年
限
及
び
経
費

◎
修
業
年
限
賭
一
ヵ
年

◎
経
費
碍
授
業
料
は
徴
収
し
な
い
。

マ
鷲
欝
、
県
農
業
試
験
場

三
、
所

◎
上
越
経
営
伝
習
農
場
”
西
頚
城
郡

　
能
生
町
字
小
見

◎
加
茂
経
営
伝
習
農
場
肝
加
茂
市
上

　
条

　
な
お
、
詳
細
は
市
産
業
課
に
お
問

一
い
合
せ
下
さ
い
。

主
食
は
各
自
一
ヵ
月
飯
米
二
十
♂

咳
、
副
食
費
（
一
ヵ
月
）
千
五
百

円
程
度
と
し
、
そ
の
他
日
用
品
、

学
用
品
等
経
費
若
干
を
必
要
と
す

る
。　

　
　
在
地

止
・
知
板

危
険
物
取
扱
い

主
任
者
試
験

消
防
法
改
正
に
よ
る
新
潟
縣
の

「
第
一
回
危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験
」

が
つ
ぎ
の
と
お
り
鹿
行
さ
れ
ま
す
か

一
ら
、
資
格
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
も

れ
な
く
受
験
し
て
下
さ
い
。

一
、
試
験
期
日
腰
昭
和
三
十
五
年
二

一
月
＋
四
日
．

三
、
試
験
場
所
－
蕩
綾
、
長
岡

　
高
校
、
高
田
城
南
中
学
、
柏
崎
高

　
校
、
小
千
谷
高
校
、
新
発
田
商
業

　
高
校
、
佐
渡
佐
和
田
中
学
。

三
、
試
験
の
種
類
H
〔
甲
種
〕
危
険

　
物
販
扱
主
任
者
試
験
、
〔
乙
種
〕

　
　
（
第
一
類
か
ら
第
六
類
）
危
険
物

　
販
扱
主
任
者
試
験
。

四
、
受
験
資
格
『
消
防
法
第
十
三
条

　
の
一
二
に
規
定
さ
れ
た
者
。

五
、
試
験
科
目
”
危
険
物
の
規
制
に

　
関
す
る
総
理
府
令
第
五
十
五
条
に

　
規
定
す
る
科
目
。

六
、
受
験
者
の
携
行
品
些
’
験
票
、

　
筆
記
具
、
ス
リ
ッ
パ
。

七
、
願
書
の
締
切
“
昭
和
三
十
五
年

　
　
一
月
三
十
一
日
（
当
日
ま
で
到
着

　
の
こ
と
）

八
、
願
轡
の
あ
て
先
H
新
潟
市
学
校

　
町
新
潟
縣
総
務
部
消
防
課
「
資
格

一
試
験
係
」

九
、
受
験
の
特
例
匪
乙
種
危
険
物
取

保
育
所
入
所
児
童
の
募
集

本
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
の
募
集
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま

す
。
申
譜
用
紙
は
福
祉
事
務
所
反
は
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

　
　
一
、
受
付
期
間
　
　
二
月
一
日
よ
り
十
日
ま
で

　
　
二
、
提
出
書
類
　
　
申
請
書
一
通
（
給
与
所
得
者
は
所
得
税
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
泉
徴
収
票
の
写
を
添
付
す
る
こ
と
）

　
　
三
、
提
出
先
　
市
役
所
内
社
会
福
祉
事
務
所

　
　
四
、
保
育
所
と
入
所
予
定
人
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
幼
児
園
…
一
二
才
児
以
上
約
三
十
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
宕
保
育
園
…
三
才
児
以
上
約
六
十
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
才
以
上
三
才
未
満
児
八
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
越
保
育
園
…
一
二
才
児
以
上
約
五
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
才
未
溝
児
約
五
名

　
　
五
、
入
所
資
格
　
　
保
育
に
欠
け
る
児
童
で
あ
る
こ
と
（
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
た
め
に
入
所
さ
せ
る
も
の
で
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
）

　
扱
主
任
者
試
験
に
限
り
、
二
種
類

　
の
受
験
か
で
き
ま
す
。
但
し
乙
の

　
場
合
の
受
験
者
は
新
潟
市
か
長
岡

一　
市
の
試
験
場
で
受
験
す
る
こ
と
。

十
、
願
書
の
用
紙
旺
受
験
希
望
者
は

　
八
円
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
同
封

　
し
て
、
県
消
防
課
に
請
求
す
る
。

　
な
お
、
詳
細
は
常
備
消
防
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
謹
書

　
現
在
国
民
年
金
証
書
の
所
持
者
で

あ
っ
て
そ
の
者
が
死
亡
し
た
場
合
に

お
き
ま
し
て
は
失
権
致
す
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
証
書
の
「
福
祉
年
金
の

し
お
り
」
欄
に
あ
る
と
お
り
速
や
か

に
こ
れ
を
福
祉
事
務
所
に
届
出
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
当
初
の
麦
給
が
三
月
癒
あ
り

ま
す
の
で
そ
れ
ま
で
に
死
亡
さ
れ
た

方
に
つ
き
ま
し
て
は
禾
麦
給
年
金
の

取
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
．
失
権
と
な

り
ま
す
か
ら
ご
承
知
お
き
ね
が
い
ま

す
。
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狩
新
年
度
予
算
ロ

ママVVVVV▽

編
成
ρ）

困
難
性
〃

昭
和
三
十
四
年
度
の
十
日
町
市
の
予
算
は
二
億
五
千
万
円
で
、
そ
の
歳
入
は
一
億

二
千
五
百
万
円
が
皆
様
か
ら
の
税
収
で
、
残
り
半
分
の
一
億
二
千
五
百
万
円
は
地

方
交
付
税
を
始
じ
め
、
国
、
縣
の
補
助
金
、
紀
、
債
に
よ
り
市
政
が
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
で
す
。
新
市
漿
足
以
来
当
市
は
健
全
財
政
を
堅
持

し
て
来
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
度
の
見
通
し
は
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険

事
棊
勘
定
は
約
七
百
万
円
の
赤
字
が
予
想
さ
れ
、
憂
上
水
道
会
計
に
お
い
て
は
起

債
の
減
額
決
定
な
ど
に
よ
り
約
五
百
万
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
財
政
事
情
下
に
お
い
て
、
只
今
新
年
度
予
算
の
編
成
が
始
り
ま
し
た
。

　
昭
和
三
†
五
年
度
の
経
済
界
は
岩

戸
景
気
を
う
た
っ
て
お
る
の
に
反
し

市
の
台
所
は
特
別
会
計
の
赤
字
補
て

ん
に
加
え
て
地
方
交
付
税
の
算
定
替

え
に
よ
り
約
五
百
万
円
の
減
額
が
見

込
ま
れ
、
更
に
上
水
道
事
業
建
設
工

事
は
一
応
完
了
、
繰
上
げ
充
用
と
起

債
償
還
一
千
五
十
万
円
が
三
士
五
年

度
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
の
で
一
般
会

計
よ
り
相
当
の
繰
出
し
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
各
課
よ
り
の
予
算
要
求
額
は
三
億

三
千
三
百
万
円
で
才
入
則
源
と
し
て

見
込
ま
れ
る
額
は
二
億
七
千
五
百
万

円
位
の
状
態
で
約
五
千
八
百
万
も
不

足
を
生
じ
て
い
ま
す
。

　
予
算
編
成
上
の
問
題
点
を
次
に
上
一

げ
て
み
ま
す
と
。

　
新
年
度
は
十
日
町
小
学
校
が
老
朽

校
舎
の
指
定
を
受
け
て
お
り
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
近
代
校
舎
が
計

　
　
　
σ
＝
，
3
3
』
＝
8
＝
＝
魑
二
8
曽
爾
亀
■
3
9
＝
零
』
＝
『
＝

△△ムムムムムム
直Ilhl川川ll川8lllll川III“1亀OI

りよだ政市町日十

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
総
工
溺
は
約
一
一
期
、
工
事
約
三
千
七
百
万
円
位
が
見

一
億
数
千
万
円
で
、
本
年
は
そ
の
第
｛
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る

．
経
費
は
起
債
補
助
金
が
大
部
分
で
す

が
市
費
【
千
数
百
万
円
が
投
じ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
建
設
事

業
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
小
さ
な
当

市
の
予
算
規
模
で
は
必
然
他
事
業
に

大
巾
な
影
響
が
生
じ
ま
す
け
れ
ど
も

何
と
か
そ
の
シ
ワ
寄
せ
を
最
少
限
度

に
く
い
止
め
て
広
く
市
造
り
を
す
す

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。

　
依
っ
て
昭
和
三
十
五
年
度
は
予
算

編
成
上
最
も
因
難
な
年
で
あ
る
わ
け

で
す
。

　
新
市
甕
収
五
ヵ
年
計
画
も
第
二
年

次
を
迎
え
市
民
所
得
の
向
上
と
福
祉

増
進
の
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
す
N

め
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
十
一
月
の
臨
時
市
議
会
で

社
会
交
化
の
興
隆
に
特
に
功
績
の

あ
っ
た
者
に
対
し
て
名
誉
而
民
の

称
号
を
お
く
る
十
日
町
市
名
誉
市

民
条
例
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
が

今
回
そ
の
条
例
に
よ
り
本
市
に
お

け
る
名
誉
市
民
第
一
号
と
し
て
、

＋
日
町
市
の
発

展
に
永
年
功
労

の
あ
っ
た
中
山

竜
次
氏
を
決

定
、
昨
年
十
一
一

月
二
十
五
日
、
村
山
市
長
が
上
京

し
そ
の
伝
達
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
中
…
竜
次
氏
は
朋
治
七
年
牛
れ

満
八
十
六
才
の
高
齢
で
現
在
、
東

京
に
任
住
せ
ら
れ
壮
健
で
す
が
、

十
四
才
に
上
京
苦
学
の
あ
と
東
京

郵
便
電
信
学
校
を
卒
業
日
本
放
送

中
山
先
生
を

　
　
　
名
誉
市
民
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
号
に

信
濃
川
治
水
に
功
労

協
会
理
事
も
し
た
い
わ
ば
放
送
事

業
生
み
の
親
で
戦
後
は
専
ら
十
日

酊
の
発
展
に
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
汝
長
時
代
か
ら
の
氏
の

功
績
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
な
か

で
も
信
濃
川
治
水
、
す
な
わ
ち
中

山
堤
防
を
は
じ
め
十
日
町
橋
の
永

久
架
橋
で
あ
り
ま
す
。

　
教
育
面
に
お
き
ま
し
て
も
十
日

町
中
学
校
の
新
築
（
交
部
大
臣
表

彰
）
高
校
農
業
科
併
設
、
中
山

賞
、
保
健
、
厚
牛
面
で
は
、
じ
ん

芥
焼
却
場
の
新
設
、
十
日
町
病
院

　
　
　
　
　
伝
染
病
院
の
新

　
　
　
　
　
築
私
立
保
育
所

　
　
　
　
　
の
助
成
、
愛
晒
景

　
　
　
　
　
の
改
修
、
そ
の
他

　
　
　
　
　
庁
舎
新
築
、
町
村

A
屏
促
進
と
市
制
施
行
、
鉄
道
の

新
設
並
び
に
改
善
の
推
進
、
十

日
町
郵
便
局
乃
び
電
報
電
話
局
庁

舎
の
新
築
等
数
六
の
事
績
を
残
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

（霧魏易調）

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
法
的
義
務

費
国
縣
の
補
助
金
等
資
金
の
導
入
を

積
極
的
に
計
り
、
一
方
消
費
的
経
費

の
節
減
は
よ
り
極
力
に
す
＼
め
投
資

的
経
費
に
極
力
振
り
向
け
る
よ
う
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
反
零
細
な
補
助
金
政
策
は
打
切
り

も
や
む
な
く
、
育
成
効
果
の
大
き
い

も
の
の
み
に
と
ど
め
請
願
の
処
理
事

業
は
緊
急
度
と
経
済
効
果
を
充
分
検
一

討
考
慮
し
て
予
算
化
が
行
な
わ
れ
る

わ
け
で
、
市
民
各
位
の
御
協
力
を
い

た
だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す

　
以
上
新
年
度
予
算
編
成
の
困
難
性

を
概
略
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

出
　
初
　
式

　
昭
和
三
十
五
年
の
年
頭
を
飾
る
恒

例
の
消
防
出
初
式
は
、
六
日
午
前
八

時
の
警
鐘
を
合
図
に
行
な
わ
れ
ま
し
、

た
。
ま
す
服
装
六
備
の
点
検
が
あ
り

勇
壮
な
放
水
試
験
、
分
列
行
進
な
ど

　
　
o
く
げ
■
～
○

墾
蹉
難
舗
繍

＝
8
7
魅
噸
一
一
一
8
一

よ
う
に
許
可
の
範
囲
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

一
、
第
三
種
農
地
と
は
原
則
と
し
て

　
農
地
転
用
（
潰
廃
）
を
許
司
す
る

　
方
針
で
あ
る
農
地
。

①
市
街
地
造
成
の
目
的
を
以
っ
て
区

画
整
理
さ
れ
た
区
域
（
十
日
町
市

宇
都
宮
地
区
・
泉
地
区
・
高
山
地

　
☆
…
…
…

…
が
あ
っ
て
、
め
で
た
く
げ
初
式
の
幕
［
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
も

贈
与
税
の
申
告
に
つ

第59号

共
の
利
益
に
合
致
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
農
林
省
と
し
て
は
、
農
地
転
用
の

許
可
基
準
の
朋
確
化
に
つ
い
て
色
汝

検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
般

概
要
次
の
よ
う
に
農
地
転
用
（
潰

廃
）
の
許
可
基
糖
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
今
後
農
地
を
転
用
（
潰

廃
）
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
売
主
、

買
主
と
も
に
充
分
御
留
意
の
上
、
売

買
契
約
を
締
結
す
る
前
に
十
日
町
市

農
業
委
員
会
に
申
出
て
、
転
用
可
能

地
で
あ
る
か
ど
う
か
確
認
の
上
売
買

契
約
を
な
し
、
許
可
申
請
を
せ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
記

農
地
を
一
二
種
類
に
区
分
し
て
次
の

，
馬
－
＝
一
「
＝
口
＝
＝
』
噛
。
8
3
乙
覧
9
。
9
＝
＝
1
一
「
」
」
ロ
咽
』
＝
監
二
．
一
贋
＝
葛
一
．
。
一
」
＝
1
．
ω
ロ
一
邑
＝
置
＝
7
購
一
．
’
7
乙
1
一
。
5
二
＝
■
3
σ
＝
＝
』
3
亀
＝
p
．
置
＝
巳
一
一
．
一
『
＝
1
．
・
一
印
巴
一
一
■
一
3
一
亀
＝
8
＝
二
1
．
，
躍
＝
一
「
■
；
9
二
＝
』
＝
鳳
二
＝
置
＝
監
一

二
、
第
二
種
農
地
は
、
第
三
種
農
地

　
の
農
地
に
立
地
す
る
こ
と
が
困
難

　
で
あ
る
か
、
叉
は
不
適
当
と
認
め

　
ら
れ
る
も
の
に
限
り
許
可
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
農
地
。

0
街
路
が
普
遍
的
に
配
置
さ
れ
て
い

　
る
地
域
内
の
農
地
。

②
鉄
道
軌
道
の
乗
車
場
反
は
、
市
役

農
地
転
用
の
許
可
基
準

　
区
）
内
に
あ
る
農
地
。

②
上
水
道
の
癒
設
契
は
下
水
道
の
整

　
備
し
て
い
る
区
域
の
農
地
。

0
鉄
道
軌
道
の
乗
車
場
叉
は
、
市
役

　
所
及
び
出
張
所
等
の
公
共
施
設
か

　
ら
翌
近
巨
離
に
あ
る
農
地
。

0
市
街
地
の
中
に
介
在
す
る
農
地
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挙

　
所
及
び
出
張
所
等
の
公
共
施
設
か

　
ら
近
巨
離
に
あ
る
地
域
の
農
地
、

　
但
し
そ
の
地
域
の
総
面
積
の
四
〇

　
％
以
上
が
市
街
地
の
場
合
、
四
〇

　
％
と
な
る
ま
で
；
脂
を
限
度
と

　
し
て
近
巨
離
と
み
な
す
。

0
市
街
地
の
近
傍
に
お
い
て
孤
立
し

　
て
い
る
小
団
地
の
農
地
。

④
そ
の
他
の
農
地
で
、
次
の
各
号
の

　
い
づ
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
。

ア
、
農
業
生
産
力
の
高
い
農
地
。

イ
、
集
団
的
に
存
在
し
て
い
る
農

地
。

ウ
、
土
地
改
良
事
業
、
開
拓
事
業
等

　
の
農
業
に
対
す
る
公
共
投
資
の
対

　
象
と
な
っ
た
農
地
。

三
、
第
一
種
農
地
と
は
農
業
生
産
力

　
の
高
い
農
地
巫
は
土
地
改
良
峯
業

等
農
業
に
対
す
る
公
共
投
資
の
対

　
象
と
な
っ
た
農
地
巫
は
集
団
的
に

　
存
任
し
て
い
る
農
地
で
あ
っ
て
第

　
一
種
農
地
を
対
象
と
す
る
農
地
の

転
用
は
原
則
と
し
て
許
可
し
な
い

も
の
と
す
る
。
但
し
、
次
に
掲
げ

る
場
合
等
で
第
三
種
農
地
、
第
二

種
農
地
に
立
地
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
か
、
又
は
不
適
当
と
認
め

「　
　
申
告
と
納
税
を
す
る
方
は

　
昭
和
三
十
四
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
間
に
個
人
か
ら
則
産
を
も
ら

っ
た
方
で
そ
の
則
産
の
合
計
額
が
二

十
万
円
を
超
え
る
方
で
す
。

　
財
産
を
も
ら
っ
た
万
が
申
告
し
な

い
う
ち
に
死
亡
し
た
よ
う
な
場
合
は

も
ら
っ
た
人
の
相
続
人
の
方
が
か
わ

っ
て
申
告
と
納
税
を
し
な
け
れ
ば
な

一
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
．
3
σ
昌
一
－
り

　
ら
れ
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
な

　
い
。

①
保
安
林
に
供
す
る
場
合
。

②
農
業
経
営
の
合
理
化
、
農
業
牛
産

　
力
の
増
強
若
し
く
は
農
家
経
済
の

　
改
善
に
資
す
る
施
設
、
農
産
物
の

　
加
工
施
設
叉
は
農
村
の
道
路
、
水

　
路
等
を
建
設
す
る
協
合
。

⑳
精
神
病
院
、
火
薬
庫
等
の
如
く
市

　
街
地
の
近
傍
に
立
地
す
る
こ
と
が

　
の
ぞ
ま
し
く
な
い
痴
設
叉
は
採

　
石
、
養
殖
物
等
の
如
く
、
そ
の

　
利
用
す
べ
き
資
源
の
関
係
か
ら
そ

　
の
位
置
が
制
約
さ
れ
る
魔
鍛
を
建

設
す
る
場
合
。

④
農
村
集
落
に
お
い
て
宅
地
の
集
団

に
接
続
し
て
住
宅
を
建
鍛
す
る
場

合
・
　
　
　
　
一

く
♂
　
C
　
　
～

　
　
　
　
　
　
い
て

　
　
申
告
と
納
税
の
期
限

　
　
一
般
の
場
合
は
昭
和
三
士
五
年
二

月
未
日
、
財
産
を
も
ら
っ
た
方
が
申

告
と
納
税
を
し
な
い
で
死
亡
し
た
た

諺
罰
紛
難
齢
赫
齢
釦

雍
〔
し
た
髪
製
塁

｝
月
か
ら
六
ヵ
月
を
慧
し
各
馨

で
す
。
こ
の
申
告
を
し
な
か
っ
た
り

期
限
が
遅
れ
た
り
し
ま
す
と
加
算
税

や
利
子
税
な
ど
の
余
分
な
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
ま
た
一
度
に
納
め
に
く

｝
い
場
合
な
ど
の
分
割
納
付
が
認
め
ら

｝れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
贈
与
税
の
延
納
制
度
に

　
　
つ
い
て

　
期
限
内
に
申
告
を
し
、
か
つ
税
額

が
三
万
円
を
超
え
る
場
合
に
五
年
以

内
の
年
賦
延
納
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
U
月
一
日
か
ら
新
し
い
国
税
徴
収

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
こ
れ
に
伴

い
納
税
証
朋
等
の
発
行
に
つ
い
て
は

手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ご
の
手
数
料
の
徴
収
方
法
等
詳

細
は
税
務
署
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い

償
却
資
産
の
申
告

は
お
忘
れ
な
く

毎
年
一
月
一
日
現
在
に
お
け
る
償

○
～
○
く

ご
～
’
も
『
；
L
｝
、
．
，
＝
「
」
、
’
　
一
．
『
【
》
『
、
監

の
ク
も
ノ
り
　
こ
ヌ
じ
ヤ
ま

ざ
ロ
も
ヘ
ヂ
コ
ロ
も
ノ
ヤ
モ
よ
ず

ハ一＾

火
の
用
心

　
　
水
道
課
長
退
職

本
廼
毯
嚢
に
秀
昭
和
三
…
の
妻
ぷ
差
に
ふ
く
ま
れ
て
参

十
一
年
力
ら
三
年
余
り
従
事
さ
れ
た
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
り
ま
し
ょ
う
。
さ
て
皆
さ
ん
、
昔
ロ

水
湛
課
長
藤
田
尚
彦
氏
（
票
）
が
今
回
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
ー
マ
の
高
官
夫
人
達
が
、
一
席
を
設

日
本
水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
け
て
宝
石
比
べ
を
し
た
時
に
、
あ
る

社
に
入
社
さ
れ
、
主
と
し
て
海
外
に
”

お
い
て
後
進
国
の
上
水
道
建
設
事
業
…
夫
人
は
「
私
の
宝
石
は
あ
の
子
ど
も

の
技
術
指
導
に
当
ら
れ
る
こ
と
に
な
…
達
で
す
。
」
と
い
っ
て
、
窓
の
外
を

ロ

m
　
近
藤
先
生
の

　

…
　
　
　
お
た
よ
り

””
　
花
さ
く
四
月
に
、
め
を
か
が
や
か

”
し
て
学
校
の
門
を
く
ぐ
る
子
ど
ち
さ

”
ん
の
身
体
け
ん
さ
が
、
ま
も
な
く
終

”
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

皿
　
こ
う
し
た
時
に
、
子
ど
も
は
、
た

”
れ
の
も
の
、
そ
し
て
、
ど
う
い
う
ふ

…
う
に
育
て
た
ら
い
＼
の
か
？
と
い
う

”
こ
と
を
し
み
じ
み
と
考
え
さ
せ
ら
れ

”
ま
す
。
今
回
は
十
日
町
小
学
校
で

””
「
木
の
芽
学
級
」
を
う
け
も
っ
て
、

”
日
女
δ
研
究
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

…
る
近
藤
先
生
か
ら
の
、
お
た
よ
り
を

”
お
送
り
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

”
　
星
を
求
め
て

“
　
新
年
を
迎
髪
、
て
皆
さ
ん
が
思
わ
れ

…
る
事
は
、
「
今
年
こ
そ
一
つ
O
O
の

”
計
画
を
立
て
て
実
行
し
よ
う
。
」
と

”
い
う
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ

”
れ
に
育
っ
て
来
た
歴
史
と
環
境
が
異

”
り
、
経
験
、
年
功
、
経
済
、
思
想
な

…
ど
が
違
う
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
思

の
ほ～

”
考
さ
れ
、
計
画
さ
れ
る
事
が
ら
も
、

、
”》

”
自
然
と
千
篶
万
別
な
姿
と
な
っ
て
来

ロ

”
る
事
は
当
然
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
我

””
が
家
の
事
、
我
が
身
の
事
、
我
が
子

一
面
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
子
は
決
し

て
親
の
私
有
物
で
は
な
い
の
で
す
か

ら
や
が
て
社
会
に
対
す
る
報
本
反
始

の
道
理
を
弁
え
、
世
の
恩
に
報
い
て

行
け
る
だ
け
の
人
格
花
．
作
っ
て
や
る

事
こ
そ
親
の
義
務
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
も
こ
の
意
味
で
は
生
ま

れ
る
前
か
ら
も
、
生
ま
れ
た
後
か
ら

も
陰
に
陽
に
親
の
果
す
役
割
り
が
大

き
い
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
一
度
作
っ
た
作
品
は
二
度
と
同
じ

も
の
が
出
来
な
い
事
は
、
轡
画
と
等

し
く
人
間
の
場
合
も
共
通
で
す
。
心

し
て
悔
を
残
さ
ぬ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。　

心
身
共
に
健
康
な
子
を

　
持
つ
よ
う
に
注
意
す
る

　
と
い
・
つ
事

目
が
見
え
な
い
。
耳
が
聞
こ
え
な

～
、
【
㌔
《
3
【
』
ダ
》
顧
ノ
≧
1
、
‘
2
監
－
．
’
》
『
｝
『
、
｛
」
『
鴨
・
．
‘
’
監
、
8
9

、

　
’

　
（

　
V

o
つζつ

“
、カ　（　

、
　
】

　
、

　
げ

1
家
庭
内
の
よ
い
雰
囲
気
を
増
す
。

　
　
　
1
夫
婦
円
満
、
家
庭
和
楽

2
よ
い
習
慣
を
つ
け
る
た
め
の
環
境

　
構
成
ー
部
屋
、
用
具
、
色
彩
等

3
自
分
で
進
ん
で
働
く
習
慣
を
養
う

4
何
よ
り
も
丈
夫
な
体
力
を
つ
け
る

　
ー
適
度
の
運
動
、
偏
食
の
矯
正

5
何
事
も
感
謝
出
来
る
態
度
を
作
る

　
事
を
第
一
群
の
留
意
点
と
し

1
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
を
正
し
く

　
知
っ
て
我
が
子
と
比
べ
て
見
る
。

2
子
ど
も
の
心
の
動
き
ぐ
あ
い
の
移

　
り
変
わ
り
を
正
し
く
知
っ
て
い
る

3
学
級
参
観
や
読
書
に
よ
っ
て
、
教

　
育
の
や
り
方
や
考
え
方
の
正
し
い

　
あ
り
方
を
つ
か
み
と
る
。

4
教
育
界
の
動
き
や
、
教
科
の
考
え

　
方
（
た
と
え
ば
仮
名
づ
か
い
の
問

題
な
ど
）
の
新
知
識
を
身
に
つ
け

自
分
の
誤
解
や
一
知
半
解
の
事
象

　から

担
任
の
批
判
な
ど
不
用
意
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⊃
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

嶺
～
‘
」
一
一
～
，
、
　
一
監
⊃
、
’
一
く
』
ダ
、
’

馨
蕨
退
職
さ
れ
る
㎜
雛
灘
蠣
龍
蕪
伽
懸
語
課

　
尚
市
で
は
同
氏
を
上
水
道
建
設
事
㎜
て
方
に
よ
っ
て
は
随
分
と
世
の
中
の
る
・
性
格
が
異
常
で
あ
る
。
非
行
を

藁
の
功
労
者
と
し
て
記
念
品
を
贈
っ
”
役
に
立
つ
人
に
す
る
事
が
出
来
る
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
買
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
。
と
い
う
部
類
に
入
る
子
ど
も

一
て
諺
い
た
し
ま
し
た
．
　
…
す
で
す
．
一
と
言
っ
た
と
伝
え
ら
れ
藷
薯
の
父
怨
大
変
お
困
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
提
唱
し
た

瑠
肇
い
て
そ
の
誓
、
種
…
い
・
今
讐
華
の
磐
再
あ
る
．
け
れ
ど
も
、
国
肇
れ
ら

類
贅
、
販
得
時
期
、
取
撮
認
識
し
義
挙
の
問
嬰
学
響
ど
も
さ
ん
露
別
努
法
と
特

冨
、
耐
用
年
数
、
見
嬉
な
漁
校
・
蚕
募
三
分
野
か
ら
・
製
撃
謬
、
適
当
な
や
り

格
の
馨
必
要
藷
書
三
㎜
正
し
く
暑
め
・
正
し
く
育
て
る
運
方
で
警
す
る
と
い
う
嚢
奪

　
申
告
を
必
要
と
す
る
醸
業
所
（
個
㎜
事
を
・

人
商
店
会
社
）
に
は
す
で
に
申
告
書
”

を
発
送
済
で
あ
り
ま
す
が
新
ら
た
に
…
　
子
供
は
夫
婦
合
作
の
芸

償
却
資
産
を
取
得
さ
れ
た
嚢
所
に
…
　
術
品
で
あ
る
と
い
う
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

お
い
て
は
税
務
課
に
申
告
書
が
あ
り
”
　
世
に
、
「
芋
種
は
盗
ん
で
も
、
子

ま
す
の
で
御
連
絡
下
さ
れ
ば
直
ち
に
…
種
は
盗
む
事
は
出
来
な
い
。
」
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

ご
送
付
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
”
い
ま
す
ね
。
本
当
に
、
顔
か
ら
体
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
尚
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
税
”
ら
、
性
質
ま
で
よ
く
ま
あ
こ
ん
な
に

務
課
固
定
資
産
税
係
に
ご
照
会
下
さ
…
似
た
も
の
だ
と
あ
き
れ
る
程
、
親
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
は
似
て
い
る
も
の
で
す
。
け
れ
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

9
》
爾
、
ピ
　
’
噂
、
’
】
～
ρ
．
、
【
■
θ
’
、
⊂
　
’
レ
9
』

行
な
っ
て
子
ど
も
の
純
真
な
心
を

傷
つ
け
る
よ
う
な
事
の
な
い
よ
う

注
意
す
る
。
な
ど
を
第
二
群
の
留

意
点
と
し
て
今
年
を
進
み
ま
し
ょ

う
。よ

い
子
を
得
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
と
い

う
事

酒
は
百
薬
の
長
と
い
い
、
憂
さ
ば

＋
百
ま
で
市
長
に
禁
申
告
し
な
…
動
を
心
に
蓬
し
・
町
か
ら
・
村
か
決
め
、
保
撃
る
よ
う
な
御
署
と
ら
し
の
良
薬
と
い
ぞ
も
、
失
礼
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
…
ら
進
め
よ
う
で
は
な
い
か
・
と
い
う
な
っ
た
の
で
（
学
校
教
育
法
七
五
条
が
ら
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
人
の
子
は
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
部
筍
も
特
殊
教

等
）
幸
福
に
感
じ
ら
れ
進
ん
で
そ
れ

ら
の
や
り
方
に
つ
い
て
児
童
相
談
所

や
特
殊
学
級
、
施
設
等
の
門
を
た
す

ね
ら
れ
た
い
と
思
う
。

　
成
績
が
よ
く
て
も
、
級
友
に
毛
嫌

い
さ
れ
る
子
ど
も
は
不
幸
で
あ
る
。

い
つ
も
に
こ
に
こ
と
思
い
や
り
の
深

い
、
冷
静
沈
着
で
し
か
も
決
断
力
や

発
表
力
の
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
て

行
き
た
い
と
思
う
。
皆
さ
ん
、
次
の

　
つ
ま
り
分
娩
時
の
障
害
か
ら
知
恵
お

　
く
れ
に
な
る
子
が
あ
る
の
で
．
す
。
し

　
か
も
、
出
生
後
満
三
才
ま
で
は
殊
に

　
注
意
し
な
、
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、

　
そ
の
あ
と
で
も
、
恐
ろ
し
い
小
児
ま

　
ひ
や
脳
膜
炎
、
さ
て
は
肺
炎
の
持
続

　
性
高
熱
等
油
断
で
、
き
ま
せ
ん
。
常
に

　
病
患
を
早
期
発
見
出
来
る
智
と
力
を

　
備
え
て
下
さ
い
。

　
　
い
わ
ゆ
る
特
殊
教
育
と

　
　
い
う
事

　
　
健
康
優
良
児
も
、
未
熟
児
も
、
秀

　
才
児
も
、
遅
進
児
も
広
い
意
昧
で
は

　
特
殊
教
育
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
今

　
①
身
体
的
異
常
児
；
体
の
問
題

　
②
精
神
的
異
常
児
－
心
の
問
題

　
③
社
会
的
異
常
児
ー
行
な
い
の
問

　
題
の
三
つ
に
分
け
て
特
別
な
や
り
方

　
を
必
要
と
す
る
子
に
対
し
て
行
な
う

　
教
育
を
特
殊
教
育
と
い
い
、
あ
る
意

　
味
で
は
皆
さ
ん
が
家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ

　
の
子
に
合
一
、
た
や
り
方
で
さ
れ
る
も

　
我
が
子
の
上
に
求
め
て
清
純
な
瞳
の

　
輝
き
を
、
清
ら
か
な
心
の
美
し
さ
を

　
ま
す
ま
す
磨
い
て
や
っ
て
下
さ
い
。

　
　
徳
富
鷹
花
も
「
人
の
顔
か
た
ち
は

　
心
の
持
ち
方
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
」

　
と
い
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
　
特
殊
教
育
は
な
ぜ
必
要

　
　
か
と
い
・
つ
事

　
　
世
界
精
神
衛
生
週
間
が
今
月
実
施

一
の
は
皆
こ
れ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

’ヤ
，
　
星
の
輝
き
を
引
き
出
す

へ
、
　
も
の
は
親
と
教
師
で
あ

り一
・
　
る
と
い
一
つ
事

ノ一
　
皆
さ
ん
は
一
人
一
人
が
宝
石
職
人

ぎ
あ
り
・
星
の
響
を
引
畠
す
事

笈
纂
る
珠
彙
い
い
か
え
れ

ん
ば
本
当
の
愛
情
を
も
っ
て
子
ど
も
に

へ～
の
ぞ
め
ば
、
必
す
愛
を
受
け
入
れ
て

（～
く
れ
る
と
い
う
事
で
す
。
忙
し
い
で

レ
’
し
ょ
う
が
一
人
一
人
の
夢
を
楽
し
く

触

よ
い
結
果
と
な
り
ま
せ
ん
。
酒
も
ほ

ど
ほ
ど
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
次

に
妊
娠
し
て
か
ら
三
ヵ
月
目
ま
で
が

最
も
大
切
で
す
。
今
問
題
に
な
っ
て

い
る
精
神
薄
弱
児
の
発
生
率
は
、
東

京
青
鳥
養
護
学
校
の
発
表
で
は
、
先

天
性
四
三
％
と
さ
れ
し
か
も
妊
娠
初

期
の
栄
養
欠
陥
の
与
え
る
影
響
が
非

常
に
大
き
い
事
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
に
難
産
の
問
題
が
あ
り
ま
す

育
の
充
実
を
叫
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
こ
の
問
題
に
ふ
れ
ま
し
ょ

う
。

　
一
人
の
智
恵
お
く
れ
の
子
が
普
通

学
級
で
、
或
は
家
庭
で
教
育
さ
れ
る

場
合
そ
れ
は
決
し
て
彼
ら
の
就
職
に

結
び
つ
く
適
性
を
助
長
す
る
事
に
な

ら
な
い
。
多
額
の
金
を
か
け
て
も
、

特
別
に
教
育
し
て
人
材
を
作
る
亭
が

国
家
社
会
の
た
め
必
要
な
の
で
す
。
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